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丹
波
市
山
南
町
上
滝
の
川
代
渓
谷
で
「
篠
山
層
群
」
と
呼

ば
れ
る
白
亜
紀
前
期
（
約
一
億
四
千
万
年
〜
一
億
二
千
万
年

前
）
の
地
層
か
ら
、国
内
最
大
級
と
見
ら
れ
る
草
食
恐
竜
（
体

長
十
数
メ
ー
ト
ル
の
テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
と
見
ら
れ
、
国

内
の
発
見
で
は
最
大
級
と
見
ら
れ
る
）
の
骨
の
化
石
十
数
点

と
、肉
食
恐
竜
の
歯
の
か
け
ら
の
化
石
三
点
が
見
つ
か
っ
た
。

　

見
つ
か
っ
た
草
食
恐
竜
の
化
石
は
、
同
じ
一
頭
の
も
の
と

見
ら
れ
、
保
存
状
態
も
良
い
こ
と
か
ら
一
体
分
が
埋
ま
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
で
あ
れ
ば
全
国
的
な
貴
重
な
発

見
に
な
り
、世
界
的
な
発
見
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

山
南
町
商
工
会
で
は
丹
波
市
に
「
丹
波
竜
」
の
商
標
出
願

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
財
産
の
保
存
や
活
用
法

な
ど
を
研
究
し
、
化
石
を
丹
波
市
の
活
性
化
・
街
お
こ
し
に

つ
な
げ
た
い
と
検
討
し
て
い
る
。

国
内
最
大
級  

草
食
恐
竜
化
石
発
見

「
丹
波
竜
」の
里
・
丹
波
市
山
南
町

■県連合会Letter ２～３頁
　・新任会長研修会
　・商工会地域活性化研究会
　・業務別研修会、知的財産セミナー
　・男女雇用機会均等法、消費者団体訴訟制度

■商工会Letter ４～５頁
　・淡路市内商工会合併契約調印式
　・「わかりやすい街案内」（出石町）
　・青年部事業報告
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県
連
合
会
は
、
一
月
十
七
日
か
ら

十
八
日
、
た
つ
の
市
国
民
宿
舎
「
志

ん
ぐ
荘
」
に
お
い
て
、
新
任
商
工
会

会
長
研
修
会
を
開
催
し
た
。
対
象
者

は
平
成
十
七
年
度
並
び
に
十
八
年
度

に
就
任
し
た
商
工
会
長
で
、
参
加
者

は
七
名
。

　

ま
ず
、
研
修
一
で
は
、
県
連
合
会

の
安
平
事
務
局
次
長
よ
り
、「
商
工

会
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
」
話
が

あ
っ
た
。
商
工
会
と
商
工
会
議
所
と

の
違
い
、
職
員
と
の
面
談
の
実
施
、

人
事
交
流
の
重
要
性
、
商
工
会
の
格

差
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
研
修
二
で
は
、
県
連
合

会
副
会
長
で
、
地
元
新
宮
町
商
工
会

の
木
南
岩
男
会
長
よ
り
、「
今
、
商

工
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
」
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
新
宮

町
商
工
会
で
は
、
理
事
会
に
お
い
て

役
員
が
順
番
に
、
自
分
の
専
門
分
野

や
悩
み
等
に
つ
い
て
十
分
間
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
欠
席

す
る
役
員
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
活
気

あ
ふ
れ
る
理
事
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
工
会
の
合
併
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
よ
る
会
員
離
れ
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
会
員
企
業
に
経

営
に
対
す
る
提
案
が
で
き
る
レ
ベ
ル

ま
で
職
員
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
日
頃
か
ら
、
①
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
②
大
き
な
声
で
返
事

③
靴
を
脱
い
だ
ら
揃
え
る
こ
と
を
心

が
け
、
ま
た
、
県
連
合
会
に
行
く
時

も
必
ず
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
等
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
と
意
見
を

交
換
し
、
商
工
会
長
と
し
て
の
悩
み

等
を
話
す
こ
と
で
、
お
互
い
に
心
を

開
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

新
任
会
長
研
修
会

商
工
会

地
域
活
性
化
研
究
会

創
造
を
目
指
し
、
地
域
総
合
経
済
団

体
で
あ
る
商
工
会
の
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
十

八
年
度
よ
り
二
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
設

置
さ
れ
た
も
の
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
議

論
を
踏
ま
え
作
成
さ
れ
た
、
中
間
報

告
書
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

現
在
、
政
治
・
経
済
の
中
心
で
あ

る
東
京
に
企
業
や
人
口
が
集
中
し
て

お
り
、
さ
ら
に
今
後
も
東
京
一
極
集

中
が
進
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
行
政
合
併
が
行

わ
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
の
中

心
部
に
人
口
や
産
業
が
集
中
し
、
東

京
一
極
集
中
の
縮
図
が
全
国
的
に
展

開
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
地
域
と
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
認
識
し
、
地
域
に
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
、
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
商
工
会
に
期
待
さ
れ
る
役

割
を
再
認
識
。
役
割
を
果
た
し
、
地

域
か
ら
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
商
工

会
と
な
る
に
は
、
現
状
の
組
織
を
ど

の
よ
う
に
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
。

　

協
議
の
中
で
、
瓦
田
太
賀
四
委
員

長（
兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
教
授
）

は
、「
地
方
分
権
が
進
む
と
考
え
ら

れ
る
今
後
、
地
域
企
業
の
活
性
化
は

非
常
に
重
要
。
会
員
企
業
の
自
助
努

力
と
や
る
気
を
促
す
支
援
を
行
う
た

め
に
、
商
工
会
の
活
性
化
は
急
務
で

　

県
連
合
会
は
、
去
る
一
月
二
十
九

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第
四
回

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
を
開
催

し
、
学
識
経
験
者
を
含
む
委
員
・
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
等
十
六
名
が
出
席
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
活
力
あ
る
地
域
の

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
「
商
工
会
の

活
性
化
に
は
、
役
職
員
に
加
え
、
会

員
の
意
識
改
革
も
必
要
。
会
員
が
自

ら
商
工
会
を
積
極
的
に
利
用
す
る
よ

う
、
今
後
は
一
層
の
働
き
か
け
が
必

要
」
と
、
商
工
会
活
性
化
に
向
け
た

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
ま
と
め
、
次
回

研
究
会
に
は
中
間
報
告
書
最
終
案
を

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
研
究
会
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
例
・
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
の
検
証
な
ど
を
行
い
、

県
立
大
学
経
営
学
部
と
の
産
学
連
携

事
業
の
報
告
な
ど
を
盛
り
込
み
な
が

ら
、
平
成
十
九
年
度
の
最
終
報
告
書

作
成
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

産学連携記念フォーラム開催のお知らせ
　去る平成18年12月6日に兵庫県商工会連合会と兵庫県立大学経営
学部が産学連携協定を締結いたしました。そこで、これを記念する
「フォーラム」を開催いたしますので是非ご参加下さい。
１．日　　時　平成19年３月16日（金）　午後１時～
２．場　　所　兵庫県立大学　神戸学園都市キャンパス
　　　　　　　「三木記念講堂」
３．参 加 費　無料（但し交流会に参加の場合は、参加費3,500円）
４．内　　容　⑴基調講演（13:20～14:50）
　　　　　　　　①「追いつめられる“ふるさと”の再生」（仮題）
　　　　　　　　②「兵庫県立大学 経営学部と養父市商工会の産学

連携事業を通して」（仮題）
　　　　　　　⑵公開討論（15:00～16:30）
　　　　　　　　　「創造する“ふるさと”づくり」（仮題）
　　　　　　　⑶交流会　（17:00～18:30）
５．主　　催　兵庫県商工会連合会・兵庫県立大学経営学部
６．申込締切　平成１９年３月８日（木）
７．申込方法　下記の連絡先まで別のチラシに掲載の申込書で、貴

団体名、ご芳名、ご連絡先、交流会出欠をご連絡く
ださい。またチラシがない場合は、同内容を下記まで、
FAXかメールでお知らせください。

８．連 絡 先　兵庫県商工会連合会 事業部 指導課 石澤・村上
　　　　　　　078－371－1361（直通）、078－341－4452（FAX）
　　　　　　　e-mail:hyogo-shidouka@shokoren.or.jp
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県
連
合
会
は
、
一
月
十
八
日
、
神

戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
に
お
い
て
「
業

務
別
研
修
会
（
商
工
会
税
務
申
告
）」

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
商
工
会
業
務
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
税
務
に
関
す

る
知
識
を
習
得
し
、
職
員
の
資
質
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
県
下
商
工
会
事
務
局
長

等
五
十
二
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
、
安
平
事
務
局
次
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
税
理
士　

櫻
井
繁
樹

氏
よ
り
「
公
益
法
人
の
税
務
・
会
計
」

に
つ
い
て
、
申
告
に
向
け
た
事
務
の

流
れ
や
商
工
会
合
併
に
伴
う
税
務
上

の
留
意
点
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

県
連
合
会
は
、
一
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日
の
二
日
間
、
神
戸
市
・
六

甲
荘
と
朝
来
町
商
工
会
館
の
二
会
場

に
お
い
て
、「
平
成
十
八
年
度
知
的

財
産
啓
発
普
及
セ
ミ
ナ
ー
」
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
併
せ
て
五
十
二
名
が

出
席
し
た
。

　

今
年
度
、
全
国
の
商
工
会
・
商
工

会
議
所
は
、
中
小
企
業
の
支
援
窓
口

と
し
て
「
知
財
駆
け
込
み
寺
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
相
談
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
㈳
発
明
協
会
な
ど

の
専
門
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

そ
の
啓
発
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て

開
催
し
た
も
の
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
特
許
庁

総
務
部
特
許
情
報
課
・
松
田
上
席
産

業
財
産
権
専
門
官
が
、「
知
的
財
産

制
度
の
概
要
と
支
援
策
」
を
テ
ー
マ

に
基
本
的
な
概
要
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
神
戸
会
場
で
は
、
特
許
・

技
術
移
転
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
木

村
勝
己
氏
が
「
二
十
一
世
紀
は
知
的

財
産
の
時
代
！
〜
知
的
財
産
権
の
基

礎
知
識
〜
」
と
題
し
て
、
特
許
を
巡

る
現
状
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例

紹
介
で
解
説
。
不
便
、
不
安
、
不
快

な
ど
の
〝
不
〞
を
解
消
す
る
と
こ
ろ

か
ら
閃
き
は
生
ま
れ
る
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
朝
来
会
場
で
は
、
柳
野
国

際
特
許
事
務
所
・
所
長
の
柳
野
隆
生

弁
理
士
が
、「
中
小
企
業
の
知
的
財

　

労
働
者
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
働
く
女
性
が

母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
能
力

を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
雇
用

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、「
雇
用
の

分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会

及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

及
び
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
平
成
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
次
に

上
げ
る
項
目
と
な
り
ま
す
。

一
、
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲

拡
大

　

㈠
男
性
に
対
す
る
差
別
も
禁
止

㈡
禁
止
さ
れ
る
差
別
が
追
加
、
明

確
化

　

㈢
間
接
差
別
の
禁
止

二
、
妊
婦
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る

不
利
益
取
扱
の
禁
止

三
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

四
、
母
性
健
康
管
理

五
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョン
の
推
進

六
、
過
料
の
創
設

お
問
合
せ
先

　

兵
庫
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

℡
〇
七
八－

三
六
七－

〇
八
二
〇

業
務
別
研
修
会

 
（
商
工
会
税
務
申
告
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
変
わ
り
ま
す

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー

産
権
の
基
礎
知
識
」
と
題
し
て
講
演
。

守
る
だ
け
で
は
な
く
、
知
的
財
差
を

武
器
と
し
て
使
い
こ
な
す
経
営
戦
略

が
中
小
企
業
に
は
重
要
で
あ
る
と
話

し
た
。

▲櫻井税理士により商工会税務の
　留意点を聞く

▲熱心に話しを聞く受講者達（1/25）

消費者団体訴訟制度
　消費者団体訴訟制度とは、消費者全体の利益を守るため、
一定の消費者団体に事業者の不当な行為に対する差止請求
権を認めるものです。
　この制度は、現行の消費者契約法では、その実効性にお
いて限界があるため、消費者の力を活かして、消費者被害
の発生、拡大を未然に防止し、事業者の不当行為自体を抑
止することを目的として創設され、本年六月七日より施行
されます。
　対象となる事業者の不当勧誘行為は、①不実告知　②断
定的判断の提供　③不利益事実の不告知　④不退去　⑤監
禁が相当します。また、不当契約条項の使用は、①事業者
の損害賠償責任を免除する条項　②消費者が支払う損害賠
償の額を予定する条項等　③消費者の利益を一方的に害す
る条項が相当します。
　これら当該不当行為が事業者によってなされ、消費者被
害が発生した場合、内閣総理大臣に認定された適格消費者
団体が、裁判所に差止請求を提起することが出来ます。詳
しくは下記内閣府国民生活局のホームページをご覧下さい。

http://www.consumer.go.jp/seisaku/cao/soken/index.html



▲写真は商工会合併契約調印式の模様
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淡
路
市
内
の
五
商
工
会
（
津
名
町
、

淡
路
町
、北
淡
町
、一
宮
町
、東
浦
町
）

は
、
一
月
二
十
一
日
、
本
年
四
月
の

商
工
会
合
併
に
向
け
、「
合
併
契
約

調
印
式
」
を
淡
路
市
・
津
名
ハ
イ
ツ

で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
合
併
契
約
調
印
に
至
る

ま
で
の
経
過
報
告
の
後
、
五
町
の
商

工
会
長
が
契
約
書
に
署
名
捺
印
を
行

い
、
立
会
人
と
し
て
、
門
淡
路
市
長
、

上
田
淡
路
県
民
局
長
、
土
谷
県
連
合

会
長
が
署
名
し
た
。

　

記
念
撮
影
の
後
、
立
会
人
並
び
に

来
賓
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
門
市
長
は
、「
行
政

合
併
は
ベ
ス
ト
だ
っ
た
と
は
言
え
な

い
が
、ベ
タ
ー
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
商
工
会
の
合
併
も
厳

し
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
こ
れ
か

ら
淡
路
三
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
島

全
体
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。」
と
の
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

新
商
工
会
名
は「
淡
路
市
商
工
会
」

と
な
り
、
現
在
の
津
名
町
商
工
会
館

を
本
所
と
し
、
四
つ
の
商
工
会
館
が

支
所
と
な
る
。

　

商
工
会
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
、
地
域
経
済
の
リ
ー
ダ
ー

役
と
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

　

出
石
町
商
工
会（
大
橋
直
人
会
長
）

で
は
、
町
内
の
中
心
地
が
城
下
町
特

有
の
碁
盤
の
目
状
に
区
画
整
理
が
さ

れ
て
い
る
た
め
、
道
に
迷
う
観
光
客

が
多
数
あ
る
と
言
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
同
商

工
会
、
同
観
光
協
会
、
同
区
長
協
議

会
等
が
「
城
下
町
出
石
道
路
活
用
社

会
実
験
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、

国
土
交
通
省
の
支
援
を
受
け
、
観
光

客
の
道
案
内
に
、
地
元
で
親
し
ま
れ

て
い
る
通
り
名
な
ど
を
記
載
し
た
標

識
を
設
置
す
る
社
会
実
験
を
実
施
し

て
い
る
。

　

協
議
会
で
は
、
出
石
の
景
観
に

合
っ
た
標
識
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
、
町
内
の
約
六
十
箇

所
に
標
識
を
取
り
付
け
た
。

　

標
識
に
は
「
大
手
前
通
り
」「
田

結
庄
（
た
い
の
し
ょ
う
）
通
り
」「
内

堀
通
り
」
な
ど
の
通
り
名
と
通
り
の

起
点
か
ら
の
距
離
を
番
号
で
表
示
し

て
い
る
。

　

ま
た
、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
も
付
い

て
お
り
、
携
帯
電
話
で
読
み
込
む
と
、

周
辺
の
地
図
を
は
じ
め
、
名
物
の
出

石
そ
ば
店
・
お
土
産
店
な
ど
の
観
光

情
報
が
示
さ
れ
る
。

　

実
験
は
、
二
月
二
十
五
日
で
終
了

す
る
が
、
観
光
客
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
好
評
で
あ
れ
ば
来
年
度
以
降

に
実
施
す
る
。

■
社
会
貢
献
事
業
（
献
血
運
動
）

　

商
工
会
組
織
化
四
十
周
年
記
念
事

業 

社
会
貢
献
事
業
で
あ
る
、
全
国

統
一
献
血
運
動
を
県
下
各
青
年
部
で

実
施
し
た
。

　

主
な
実
施
内
容
は
、
行
政
を
は
じ

め
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等
の
地
元

の
団
体
が
実
施
し
て
い
る
献
血
活
動

へ
の
参
加
や
、
地
域
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
献
血
事
業
へ
の
協
賛
。

　

ま
た
、
女
性
部
、
青
年
部
員
の
家

族
や
友
人
自
身
の
事
業
所
従
業
員
等

へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
青
年
部
事
業
と
し
て
、

献
血
車
の
配
車
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

チ
ラ
シ
の
配
布
等
行
い
多
く
の
献
血

者
を
集
め
た
青
年
部
も
あ
っ
た
。

　

最
終
的
に
全
国
平
均
（
約
百
五
十

人
）
を
大
き
く
上
回
る
千
四
百
名
以

上
の
方
が
献
血
を
行
い
、
社
会
貢
献

に
寄
与
し
た
だ
け
で
な
く
、
青
年
部

の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き
く
役
立
っ
た
。

■
商
工
会
カ
ー
ド
事
業

　

青
年
部
事
業
の
資
金
確
保
と
青
年

部
員
の
帰
属
意
識
の
向
上
の
た
め
、

商
工
会
カ
ー
ド
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。

　

こ
の
度
、
全
青
連
の
平
成
十
八
年

度
商
工
会
カ
ー
ド
加
入
促
進
事
業
に

お
い
て
、
推
進
運
動
期
間
（
平
成
十

八
年
七
月
〜
十
二
月
）
の
普
及
率
が

全
国
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
平
成
十
九
年
二
月

二
十
一
日
に
東
京
都（
日
本
武
道
館
）

で
開
催
さ
れ
る
、
商
工
会
青
年
部
第

九
回
全
国
大
会
に
お
い
て
、
商
工
会

カ
ー
ド
期
間
普
及
率
部
門
最
優
秀
と

し
て
、
表
彰
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

淡
路
市
内
商
工
会

 
合
併
契
約
調
印
式

青
年
部
事
業
報
告

「
わ
か
り
や
す
い
街
案
内
」

 

社
会
実
験
を
実
施

 

（
出
石
町
商
工
会
）

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

神戸支店・神戸中央支店　ご相談無料・予約制

相続・不動産  個別相談会
日時：２月２６日（月）～３月２日（金）
　　　９：００～１６：００

＜問い合わせ先＞ 住　　所：神戸市中央区西町36番地
 電　　話：0120－823－171（フリーダイヤル）
 受付時間：9：00～17：00（土・日祝日等は除く）
 神戸支店・神戸中央支店　個別相談会係
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平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
、
二
十

一
日
、
平
成
十
九
年
一
月
十
九
日
の

三
回
、
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
来
市
・
和
田

山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
、
豊
岡
市
・

ワ
ー
ク
ピ
ア
日
高
、
新
温
泉
町
・
温

泉
町
商
工
会
館
に
於
い
て
「
経
営
革

新
セ
ミ
ナ
ー
（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
）」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
連
合
会
但
馬

支
所
で
平
成
十
八
年
八
月
十
一
日
に

実
施
し
た「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー（
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
）」、
同
月

二
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
八
日
に
か

け
、全
十
回
コ
ー
ス
で
実
施
し
た「
経

営
革
新
塾
（
全
国
商
工
会
連
合
会
受

託
事
業
）」
を
プ
レ
、
メ
イ
ン
と
し

た
三
ス
テ
ッ
プ
の
仕
上
げ
を
担
う

フ
ォ
ロ
ー
機
能
を
「
専
門
家
派
遣
事

業
（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
）」

と
と
も
に
提
供
す
る
体
系
的
に
整
備

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
一
環
で
あ
り
、

若
手
経
営
者
を
中
心
に
経
営
革
新
を

行
う
た
め
の
必
要
な
知
識
を
付
与
し
、

そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
商
工
会
青
年
部
員
を
中

心
に
延
べ
五
十
二
名
が
出
席
し
、
株

式
会
社
タ
イ
ム
代
表
取
締
役
社
長

片
岡
巧
男
氏
が
、「
今
な
ら
間
に
合

う
経
営
革
新
」
の
テ
ー
マ
で
事
例
紹

介
を
豊
富
に
交
え
た
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
現

状
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
上
、
簡

易
診
断
ア
ド
バ
イ
ス
、
経
営
革
新
ア

イ
デ
ア
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
、
希
望

者
に
対
し
て
は
、
個
別
に
相
談
の
時

間
を
取
り
熱
心
な
指
導
を
受
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
片
岡
氏

の
「
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
話
」
に
感
銘

を
受
け
た
参
加
者
か
ら
、
派
遣
指
導

の
要
請
が
あ
る
等
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
繋
が
る
効
果
が
得
ら
れ
た
。

　

但
馬
支
所
で
は
、
今
後
も
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
性
を
重
視
し
、
単
年
度
事

業
を
感
じ
さ
せ
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な

事
業
展
開
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
お

り
、
本
年
三
月
に
も
「
創
業
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

外
か
ら
訪
れ
た
方
に
対
し
て
地
域
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
共
に
、
地
元
市
民
に

よ
る「
よ
さ
こ
い
踊
り
」や「
ラ
イ
ブ

フ
リ
ー
（
演
奏
会
）」、
播
中
サ
イ
ク

ル
ラ
ン
ド
の

無
料
利
用
券

が
当
た
る「
お

楽
し
み
抽
選

会
」
が
催
さ

れ
、
イ
ベ
ン

ト
を
大
い
に

盛
り
上
げ
る
。

※

詳
し
く
は
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

ご
覧
下
さ
い
。

　

URL : http://www.shokoren.or.jp/

　

滝
野
町
商
工
会（
藤
井
悦
治
会
長
）

で
は
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
五
日

に
滝
野
庁
舎
周
辺
に
て
「
第
五
回
〜

ふ
る
さ
と
再
発
見
〜
あ
っ
た
か
滝
野

冬
の
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
。

　

本
事
業
は
、
地
元
観
光
協
会
等
の

協
力
を
得
て
、
地
元
市
民
が
イ
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
主
体
的
に
運
営

し
、
地
域
へ
の
帰
属
意
識
の
向
上
と
地

域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

当
日
は
、
地
元
北
播
磨
地
域
の
農

産
物
や
特
産
品
の
販
売
と
、
飲
食
等

の
模
擬
店
の
出
店
が
数
多
く
予
定
さ

れ
、
地
元
地
域
の
方
を
は
じ
め
、
市

▲写真は「経営セミナー」の模様

▲写真は昨年度の「よさこい踊り」の模様

経
営
セ
ミ
ナ
ー

 
（
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
）

あ
っ
た
か
滝
野
冬
の
ま
つ
り

の
開
催 

（
滝
野
町
商
工
会
）

容器リサイクル法の改正について
容器リサイクル法は、
①循環基本法における３Ｒ推進の基本原則に則った循環型社
会構築の推進
②社会全体のコストの効率化
③国・自治体・事業者・国民等すべての関係者の協働

＜主な改正点＞
　●平成18年12月施行
　・再商品化の義務を果たさない特定事業者に対する罰則の

強化
　・容器包装の定義の改正など
　●平成19年４月施行
　・容器包装廃棄物の排出見込量算定における簡易算定方式
の見直し

　・排出抑制に向けた取組の促進
　●平成20年４月施行
　・質の高い分別収集・再商品化の促進
　・ＰＥＴボトル区分の見直し

※特定事業所とは日常業務の中で、「容器」「包装」を利用し
て中身を販売する、「容器」を製造する、「容器」及び「容器」「包
装」が付いた商品を輸入して販売する業者。但し以下の要
件にあたる小規模事業者については対象外

業種
製造業等

商業、サービス業

売上高
２億４千万円以下
７千万円以下

従業員
かつ20名以下
かつ５名以下

第5回 ～ふるさと再発見～

2月25日（日）開催
2007

あったか滝野

冬 りのまつ

※詳細：（財）日本容器包装リサイクル協会（http://www.jcpra.or.jp/）

しんきんのキャッシュカードなら、「しんきんゼロネットサービス」の
ステッカーのある全国の信用金庫ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。
出先で、旅先でご利用下さい。（但し、土日・祝日・所定時間外等を除く）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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年
度
末
を
迎
え
、
総
合
相
談
室
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
四
名
の
活
動
を
ふ
り
返

り
総
括
と
し
た
い
。

　

平
成
十
八
年
四
月
、
山
本
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
梅
原
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
加

わ
り
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
活

動
の
基
軸
と
し
て
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

開
か
れ
た
総
合
相
談
室
を
目
指

す
！
』
を
掲
げ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
間

の
情
報
共
有
化
や
連
携
は
も
と
よ
り

各
々
専
門
分
野（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

法
務
・
労
務
関
連
・
金
融
関
連
・
情

報
関
連
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
網
羅
し

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
相
談
窓
口
と
し

て
機
能
さ
せ
た
。
ま
た
「
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
新
た
な
商
工
会
」
を

目
指
す
べ
く
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
商

工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
」「
基
本

問
題
研
究
会
」「
新
融
資
制
度
創
設

研
究
会
」「
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
」
の
四
研
究
会
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
各
委
員
と
な
り
、

推
進
役
を
担
っ
た
。
こ
れ
ら
研
究
会

は
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
も
の
の
、組
織
運
営
、人
材
育
成
等
、

根
本
的
な
領
域
に
つ
い
て
は
共
通
項

も
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
間
の
情
報

伝
達
や
意
見
交
換
な
ど
、
限
り
あ
る

コ
ア
・
タ
イ
ム
を
活
用
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
さ
せ
た
。

今
年
度
は
各
商
工
会
の
現
状
把
握
を

よ
り
深
め
る
た
め
、
巡
回
を
実
施
、

合
併
問
題
や
商
工
会
固
有
の
課
題
に

つ
い
て
現
地
に
赴
き
、
生
の
声
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。
本
会
報
で
は
平

成
十
八
年
七
月
号
よ
り
平
成
十
九
年

二
月
号
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
し

た
情
報
記
事
を
提
供
し
た
。
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
専
門
領
域
よ
り
研
修
講
師
を

務
め
、（
表
１
）
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
一
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

専
門
家
派
遣
出
張
回
数
で
は
平
成

十
七
年
度
（
五
名
体
制
）
四
月
一
日

〜
三
月
三
十
一
日（
巡
回
個
別
相
談
）

五
十
一
件
に
対
し
十
八
年
度
（
四
名

体
制
）
四
月
一
日
〜
一
月
三
十
一
日

現
在
八
十
二
件　

八
十
六
％
増

　

相
談
指
導
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
十

七
年
度
（
五
名
体
制
）
四
月
一
日
〜

三
月
三
十
一
日
（
巡
回
個
別
相
談
）

百
二
十
件
に
対
し
十
八
年
度
（
四
名

体
制
）
四
月
一
日
〜
一
月
三
十
一
日

現
在　

百
二
十
四
件　

二
十
四
％
増

　

と
な
っ
て
い
る
。
当
初
掲
げ
た
活

動
所
感
の
と
お
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
が
概
ね
実
現
で

き
た
と
感
ず
る
。（
表
２
）
の
と
お

り
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
専
門
領
域
を

活
か
す
特
化
し
た
サ
ポ
ー
ト
も
積
極

的
に
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
活
動

成
果
は
、
よ
り
機

動
的
に
仕
事
が
で

き
、
一
企
業
に
つ

い
て
も
労
務
か
ら

業
務
拡
大
の
経
営

戦
略
構
築
な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
複

数
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
、
効
果

的
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た

あ
る
。

　

商
工
会
と
の
連
携
を
更
に
高
め
、

会
員
様
の
お
役
立
ち
に
向
け
、
更
に

努
力
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

『
お
役
立
ち
』を
モ
ッ
ト
ー
に
迅
速
対
応
、

『
お
悩
み
解
決
』を
図
る

『
頼
れ
る
特
殊
部
隊（
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）』を
目
指
す
！

昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　595　号 兵庫県商工連会報 平成19年２月20日

こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。「
情

報
の
共
有
化
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」「
迅
速
対
応
」
こ
れ
ら
の
ベ
ー

ス
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
で

〜
平
成
十
八
年
度　

　
　

総
合
相
談
室
活
動
を

　
　
　
　
　
　

ふ
り
返
っ
て
〜

（表1）

４月12日　「会社法」研修会（前田）
６月２日　商工会応用研修会（黒野）
６月８日　商工会応用研修会 （梅原）
６月15日　マル経講習会（山本）
７月19日　貯蓄共済融資研修会（山本）
８月２日　業務別研修会（黒野）
９月７日　商工会基礎研修会（前田）
９月８日　生命保険募集人研修会（梅原）
12月８日　職員協議会実務研修会（梅原）

（表2）

ショッピングセンター再建診断（黒野）
就業規則作成など人事制度指導（前田）
貯蓄融資事故口債権管理指導（山本）
小規模事業者新事業全国展開支援事業（梅原）

アクティブに…開かれた総合相談室を目指す！

商工会地域活性化研究会
黒野秀樹

基本問題研究会
前田欣也

情報化ビジョン検討委員会
梅原清宏

兵庫県商工連会報
専門分野　情報提供

資質向上に向けた
研修講師

新融資制度創設研究会
山本雄三

巡回指導

出張回数
相談案件
増加

特化した
サポート

チームワーク
情報共有化
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